
(57)【要約】

【課題】ＬＣＤパネルの表示領域の外縁部におけるギャ

ップむらを抑制する。

【解決手段】ＬＣＤパネルの表示領域１８には、所定の

ピッチで柱状のスペーサ２４を形成し、ＬＣＤパネルの

外縁部に隣接する非表示領域２０には、柱状のスペーサ

を形成しない。非表示部２０からシール材２２の圧縮を

妨げるスペーサ２４を除き、これによって、シール材２

２の位置で所望のギャップを容易に得る。また、非表示

領域２０の絶縁膜を除去し、余剰の液晶を受容するバッ

ファとすることで、ギャップむらを防止する。

【選択図】　　図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
シ ー ル 材 に よ っ て 貼 り 合 わ さ れ た 一 対 の 基 板 間 に 配 設 さ れ た 液 晶 層 を 有 し 、 ア レ イ 状 に 画
素 が 配 置 さ れ た 表 示 領 域 と 、 該 表 示 領 域 と 前 記 シ ー ル 材 と の 間 の 非 表 示 領 域 と か ら 成 る 液
晶 表 示 装 置 に お い て 、
表 示 領 域 の 液 晶 層 内 に は ス ペ ー サ が 配 設 さ れ 、 非 表 示 領 域 の 液 晶 層 内 に は ス ペ ー サ が 配 設
さ れ な い こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 一 対 の 基 板 間 に 液 晶 を 注 入 す る 液 晶 注 入 工 法 に よ っ て 製 造 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の
液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
液 晶 滴 下 貼 り 合 わ せ 工 法 に よ っ て 製 造 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
表 示 領 域 と 非 表 示 領 域 と の 間 で 段 差 が 形 成 さ れ る 、 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か に 記 載 の 液 晶 表
示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
各 画 素 が 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ Ｔ Ｆ Ｔ ） に 接 続 さ れ て お り 、 前 記 段 差 が 、 画 素 内 に 配 設 さ れ
る 透 明 電 極 に 接 す る 有 機 絶 縁 膜 に 形 成 さ れ る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 段 差 が 、 対 向 基 板 に 形 成 さ れ る 絶 縁 膜 に 形 成 さ れ る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置
。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 段 差 は 、 非 表 示 領 域 の 幅 を Ｌ （ μ ｍ ） 、 表 示 領 域 の 平 均 ギ ャ ッ プ 寸 法 を ｄ （ μ ｍ ） と
す る と 、
（ １ ／ ２ ） × （ Ｌ ＋ １ ０ ０ ０ ） × （ ０ ． ０ ２ ｄ ＋ Ｌ × ０ ． ０ ２ ｄ ／ １ ０ ０ ０ ） ／ Ｌ （ μ ｍ
） 以 上 で あ る 、 請 求 項 ４ ～ ６ の 何 れ か に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 ス ペ ー サ は 、 Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 及 び 対 向 基 板 の 少 な く と も 一 方 に 形 成 さ れ た 柱 状 ス ペ ー サ で
あ る 、 請 求 項 １ ～ ７ の 何 れ か に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 液 晶 表 示 装 置 に 関 し 、 特 に 、 Ｔ Ｆ Ｔ パ ネ ル と 対 向 パ ネ ル と の 間 の ギ ャ ッ プ の 均
一 化 を 図 る 技 術 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
液 晶 表 示 （ Ｌ Ｃ Ｄ ） 装 置 は 、 ２ 枚 の 基 板 （ パ ネ ル ） の 間 に 液 晶 層 を 配 設 し 、 更 に こ れ ら を
一 対 の 偏 光 板 で 挟 み 、 液 晶 層 に 印 加 さ れ る 電 圧 に よ っ て 透 過 す る 光 を 制 御 す る こ と で 表 示
を 行 う 。 従 来 の Ｌ Ｃ Ｄ 装 置 に つ い て 、 特 開 平 ９ － ７ ３ ０ ９ ３ 号 公 報 に 記 載 さ れ た 装 置 を 例
と し て 、 図 ８ を 参 照 し て 説 明 す る 。 Ｌ Ｃ Ｄ 装 置 （ Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル ） は 、 Ｔ Ｆ Ｔ パ ネ ル １ ２ 、
対 向 パ ネ ル １ ４ 、 及 び 、 Ｔ Ｆ Ｔ パ ネ ル １ ２ と 対 向 パ ネ ル １ ４ と の 間 に 挟 ま れ た 液 晶 層 １ ６
を 有 す る 。 ま た 、 Ｔ Ｆ Ｔ パ ネ ル １ ２ 及 び 対 向 パ ネ ル １ ４ を 挟 ん で 、 相 互 に 直 交 す る 偏 光 軸
を 有 す る 、 図 示 し な い 一 対 の 偏 光 板 が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
Ｌ Ｃ Ｄ 装 置 は 、 そ の 正 面 か ら 見 る と 、 多 数 の 画 素 が ア レ イ 状 に 配 置 さ れ た 中 央 の 表 示 領 域
１ ８ と 、 そ の 周 囲 の 非 表 示 領 域 ２ ０ と か ら 成 り 、 非 表 示 領 域 ２ ０ の 外 縁 部 で 、 Ｔ Ｆ Ｔ パ ネ
ル １ ２ と 対 向 パ ネ ル １ ４ と が 、 シ ー ル 材 ２ ２ に よ っ て 貼 り 合 わ さ れ 、 シ ー ル さ れ て い る 。
液 晶 層 １ ６ は 、 Ｔ Ｆ Ｔ パ ネ ル １ ２ と 対 向 パ ネ ル １ ４ と の 間 の ギ ャ ッ プ に 充 填 さ れ た 液 晶 材
料 か ら な り 、 そ の 液 晶 材 料 中 に は 、 パ ネ ル １ ２ 、 １ ４ 相 互 間 の ギ ャ ッ プ を 一 定 に 保 つ た め
に 、 柱 状 の ス ペ ー サ ２ ４ が 等 間 隔 に 配 設 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
図 ９ は 、 上 記 型 式 の Ｌ Ｃ Ｄ 装 置 を 製 造 す る 際 の 一 工 程 段 階 で あ る 、 双 方 の パ ネ ル を 貼 り 合
わ せ た 段 階 の 貼 り 合 わ せ パ ネ ル 部 材 を 正 面 図 と し て 示 し て い る 。 図 ９ で は 、 １ 枚 の 貼 り 合
わ せ パ ネ ル 部 材 か ら ２ 枚 の Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル ２ ６ を 得 る ２ 枚 取 り の 場 合 を 示 し て お り 、 各 Ｌ Ｃ
Ｄ パ ネ ル ２ ６ の 内 部 に は 、 柱 状 の ス ペ ー サ ２ ４ が 表 示 領 域 １ ８ 及 び 非 表 示 領 域 ２ ０ の 双 方
に 形 成 さ れ て い る 。 各 Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル ２ ６ の 外 側 に は 、 貼 り 合 わ せ 工 程 の 際 に 一 定 の ギ ャ ッ
プ を 形 成 す る た め 、 ま た 、 貼 り 合 わ せ 後 に パ ネ ル を 切 断 す る た め に 、 シ ー ル 材 （ 製 品 シ ー
ル 材 ） ２ ２ を 補 助 す る 補 助 シ ー ル 材 ２ ８ 及 び そ の 外 側 の ス ペ ー サ ２ ４ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
前 記 公 報 の 例 で は 、 柱 状 ス ペ ー サ ２ ４ は 、 対 向 パ ネ ル １ ４ 側 に 形 成 さ れ て お り 、 ま た 、 図
２ の 例 と は 異 な り 、 非 表 示 領 域 ２ ０ 側 に 形 成 さ れ た ス ペ ー サ ２ ４ の 本 数 の 密 度 が 、 表 示 領
域 １ ８ 側 に 形 成 さ れ た ス ペ ー サ ２ ４ の 本 数 の 密 度 よ り も 高 い 旨 が 示 さ れ て い る 。 こ の よ う
に 、 非 表 示 領 域 ２ ０ 側 に お け る ス ペ ー サ ２ ４ の 本 数 の 密 度 を 高 く す る こ と に よ り 、 或 い は
、 非 表 示 領 域 ２ ４ 側 の ス ペ ー サ を よ り 太 く す る こ と に よ り 、 双 方 の パ ネ ル １ ２ 、 １ ４ を 貼
り 合 わ せ て シ ー ル 材 ２ ２ を 硬 化 さ せ る 際 に 、 パ ネ ル 外 周 部 に 掛 か る 、 特 に 強 い 加 圧 力 に 耐
え る こ と が で き 、 外 周 部 の ギ ャ ッ プ が 中 央 部 に 比 し て 小 さ く な る こ と を 防 止 す る 旨 が 記 載
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 本 発 明 者 は 、 前 記 公 報 に 記 載 の 状 況 と は 異 な り 、 逆 に 、 液 晶 表 示 パ ネ ル の シ ー ル
材 の 近 傍 で 、 パ ネ ル の 中 央 部 に 比 し て ギ ャ ッ プ が 大 き く な る ギ ャ ッ プ む ら が 発 生 す る 事 実
を 知 見 し た 。 以 下 、 こ の よ う な ギ ャ ッ プ む ら が 発 生 す る 理 由 に つ い て 述 べ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
図 １ ０ に 、 Ｌ Ｃ Ｄ 装 置 の 通 常 の 製 造 方 法 で あ る 液 晶 注 入 工 法 に お け る 貼 り 合 わ せ 工 程 後 の
貼 り 合 わ せ パ ネ ル 部 材 、 及 び 、 こ れ か ら 得 ら れ る Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル の 外 周 部 の 様 子 を 順 次 に 示
す 。 ま ず 、 図 １ ０ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 一 方 の パ ネ ル 、 例 え ば 対 向 パ ネ ル １ ４ 上 に 、 柱 状
ス ペ ー サ ２ ４ を 形 成 し て お き 、 他 方 の パ ネ ル 、 例 え ば 図 示 し な い 画 素 ア レ イ を 形 成 し た Ｔ
Ｆ Ｔ パ ネ ル １ ２ 上 に 、 シ ー ル 材 ２ ２ 、 ２ ８ を 環 状 に 塗 布 す る 。 シ ー ル 材 ２ ２ 、 ２ ８ の 内 部
に は 、 球 状 の シ ー ル 内 ス ペ ー サ ３ ０ が そ れ ぞ れ 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
双 方 の パ ネ ル １ ２ 、 １ ４ を 貼 り 合 わ せ た 後 に 、 ２ 枚 の 定 盤 の 間 に 挟 ん で 双 方 を 加 圧 す る 。
或 い は 、 基 板 間 を 真 空 引 き し 差 圧 に よ り 両 基 板 を 加 圧 す る こ と で 、 シ ー ル 材 ２ ２ 、 ２ ８ を
押 し つ ぶ し 、 硬 化 さ せ 、 パ ネ ル 間 の ギ ャ ッ プ を 所 望 の 寸 法 と す る （ 同 図 （ ｂ ） ） 。 こ の と
き 、 全 体 を 均 一 な 加 圧 力 で プ レ ス し て も 、 シ ー ル 材 ２ ２ 、 ２ ８ は 、 圧 縮 限 界 が 小 さ い ス ペ
ー サ ２ ４ の 作 用 に よ り 圧 縮 が 妨 げ ら れ て 、 所 望 の ギ ャ ッ プ が 得 ら れ ず 、 シ ー ル 材 ２ ２ 、 ２
８ の 近 傍 の ギ ャ ッ プ は 中 央 部 の ギ ャ ッ プ よ り も 大 き く な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
次 い で 、 貼 り 合 わ せ パ ネ ル 部 材 を 切 断 し 、 個 々 の Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル ２ ６ と す る 。 更 に 、 こ の 切
断 さ れ た Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル ２ ６ の シ ー ル 材 ２ ２ に 開 け ら れ た 図 示 し な い 封 入 口 か ら 、 液 晶 材 を
封 入 し 、 液 晶 層 １ ６ を 形 成 す る 。 こ の 際 に 、 液 晶 材 は 、 対 向 パ ネ ル １ ４ が ふ く ら ん で 、 双
方 の パ ネ ル １ ２ 、 １ ４ 間 の ギ ャ ッ プ が ス ペ ー サ ２ ４ の 高 さ よ り も 幾 ら か 大 き く な る ま で 注
入 さ れ る （ 同 図 （ ｃ ） ） 。
【 ０ ０ １ ０ 】
液 晶 材 の 注 入 に 引 き 続 き 、 定 盤 に よ っ て 双 方 の パ ネ ル １ ２ 、 １ ４ を 加 圧 し 、 封 入 口 か ら 余
分 の 液 晶 を 押 し 出 す 。 こ れ に よ っ て 、 図 １ ０ （ ｄ ） の 構 造 が 得 ら れ る 。 同 図 に 示 す よ う に
、 先 に 形 成 さ れ た シ ー ル 材 ２ ２ に お け る 大 き な ギ ャ ッ プ に 起 因 し て 、 パ ネ ル 間 の ギ ャ ッ プ
に は 、 シ ー ル 材 ２ ２ の 位 置 で ギ ャ ッ プ が 最 大 で 、 そ の 近 傍 の 領 域 で は 表 示 領 域 １ ８ に 向 か
っ て ギ ャ ッ プ が 小 さ く な る 傾 斜 が 発 生 す る 。 こ の ギ ャ ッ プ の 傾 斜 部 分 が 、 Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル ２
６ の 表 示 領 域 １ ８ に ま で 達 す る と 、 い わ ゆ る 表 示 領 域 の ギ ャ ッ プ む ら と な る 。 こ の ギ ャ ッ
プ む ら は 、 表 示 領 域 １ ８ 内 で 相 互 の 距 離 が 例 え ば １ ｍ ｍ の 位 置 に あ る ２ 点 間 で 、 平 均 ギ ャ
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ッ プ の ２ ％ 程 度 に な る と 、 視 覚 的 に 認 識 さ れ 、 Ｌ Ｃ Ｄ 装 置 の 表 示 不 良 を 招 く 。
【 ０ ０ １ １ 】
上 記 表 示 不 良 は 、 Ｌ Ｃ Ｄ 装 置 を 製 造 す る 別 の 工 法 で あ る 液 晶 滴 下 貼 り 合 わ せ 工 法 に お い て
も 発 生 す る 。 こ の 様 子 を 図 １ １ に 示 し た 。 な お 、 通 常 の 液 晶 注 入 工 法 で 製 作 さ れ た Ｌ Ｃ Ｄ
パ ネ ル か 、 液 晶 滴 下 貼 り 合 わ せ 工 法 で 製 作 さ れ た Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル か は 、 製 品 と な っ た Ｌ Ｃ Ｄ
パ ネ ル が 、 シ ー ル 材 の 位 置 に 液 晶 の 封 止 口 を 有 す る か 否 か で 認 識 で き る 。 液 晶 滴 下 貼 り 合
わ せ 工 法 で は 、 同 図 （ ａ ） に 示 す よ う に 、 一 方 の パ ネ ル 、 例 え ば Ｔ Ｆ Ｔ パ ネ ル １ ２ の 周 縁
部 に シ ー ル 材 ２ ２ を 塗 布 し た 後 に 、 そ の シ ー ル 材 ２ ２ の パ ネ ル 内 側 部 分 に 液 晶 滴 ３ ２ を 多
数 滴 下 す る 。 次 い で 、 真 空 中 で 、 対 向 パ ネ ル １ ４ を Ｔ Ｆ Ｔ パ ネ ル １ ２ の 上 に 重 ね 、 貼 り 合
わ せ る （ 同 図 （ ｂ ） ） 。 シ ー ル 材 ２ ２ は 、 硬 化 前 に 液 晶 を 内 部 に 閉 じ 込 め る 必 要 が あ る た
め 、 先 の 通 常 工 法 の シ ー ル 材 ２ ２ に 比 し て よ り 高 粘 度 の も の が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
貼 り 合 わ せ た パ ネ ル ２ ６ を 、 真 空 中 か ら 大 気 下 に 取 り 出 す と 、 双 方 の パ ネ ル １ ２ 、 １ ４ は
大 気 圧 で 加 圧 さ れ 、 パ ネ ル 間 の ギ ャ ッ プ は 小 さ く な り 、 液 晶 滴 ３ ２ は 、 パ ネ ル 面 全 体 に 拡
が り 液 晶 層 １ ６ と な る 。 こ こ で 、 シ ー ル 材 と し て 高 粘 度 の も の が 使 用 さ れ て い る こ と 、 及
び 、 近 傍 の ス ペ ー サ に よ る 圧 縮 抗 力 が 存 在 す る こ と に よ り 、 Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル の 周 縁 部 は 、 パ
ネ ル 中 央 部 に 比 し て つ ぶ れ 難 い 。 こ の た め 、 液 晶 は 、 よ り つ ぶ れ 難 い 周 縁 部 に 集 ま り 、 シ
ー ル 材 ２ ２ の 周 縁 部 に 余 分 な 液 晶 が 残 留 し 、 周 縁 部 の ギ ャ ッ プ は 大 き い ま ま 残 さ れ る 。 そ
の 結 果 、 非 表 示 領 域 ２ ０ に 近 い 表 示 領 域 １ ８ の 外 縁 部 に ギ ャ ッ プ む ら が 発 生 し 、 人 間 の 視
覚 に 認 識 さ れ る 表 示 不 良 と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 は 、 上 記 に 鑑 み 、 Ｌ Ｃ Ｄ 装 置 の 表 示 領 域 の 外 縁 部 で ギ ャ ッ プ む ら が 発 生 す る こ と を
抑 制 し 、 も っ て 表 示 特 性 が 良 好 な Ｌ Ｃ Ｄ 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 シ ー ル 材 に よ っ て 貼 り 合 わ さ れ た
一 対 の パ ネ ル 間 に 配 設 さ れ た 液 晶 層 を 有 し 、 ア レ イ 状 に 画 素 が 配 置 さ れ た 表 示 領 域 と 、 該
表 示 領 域 と 前 記 シ ー ル 材 と の 間 の 非 表 示 領 域 と か ら 成 る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
表 示 領 域 の 液 晶 層 内 に は ス ペ ー サ が 配 設 さ れ 、 非 表 示 領 域 の 液 晶 層 に は 前 記 ス ペ ー サ が 配
設 さ れ な い こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 に よ る と 、 非 表 示 領 域 に ス ペ ー サ を 配 設 し な い 構 成 に よ り 、 双 方 の
パ ネ ル を 貼 り 合 わ せ 硬 化 さ せ る 際 に 、 非 表 示 部 で は ス ペ ー サ に よ る 抗 力 を 実 質 的 に 受 け る
こ と が な く 、 シ ー ル 材 を 所 望 の ギ ャ ッ プ 寸 法 に ま で 容 易 に 圧 縮 で き る の で 、 シ ー ル 材 位 置
に お け る ギ ャ ッ プ と 、 表 示 領 域 に お け る ス ペ ー サ に 依 存 す る ギ ャ ッ プ と の 間 に 発 生 し が ち
な ギ ャ ッ プ 差 が 抑 制 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 表 示 領 域 に お け る ギ ャ ッ プ む ら の 発 生 が 防 止 で
き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 貼 り 合 わ せ た 一 対 の パ ネ ル 間 に 液 晶 を 注 入 す る 液 晶 注 入 工 法 に
よ っ て 製 造 さ れ る 液 晶 表 示 装 置 で も よ く 、 或 い は 、 液 晶 滴 下 貼 り 合 わ せ 工 法 に よ っ て 製 造
さ れ る 液 晶 表 示 装 置 で も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 の 好 ま し い 液 晶 表 示 装 置 で は 、 表 示 領 域 と 非 表 示 領 域 と の 間 で 段 差 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
通 常 の 液 晶 注 入 工 法 で は 、 パ ネ ル の 貼 り 合 わ せ 時 に 均 一 な ギ ャ ッ プ が 形 成 で き て も 、 液 晶
注 入 後 の 抜 き 出 し 工 程 で 、 シ ー ル 材 の 近 傍 に 余 剰 の 液 晶 が 残 れ ば 、 ギ ャ ッ プ む ら が 発 生 す
る 。 上 記 段 差 に よ っ て 非 表 示 領 域 に バ ッ フ ァ 空 間 を 形 成 す る こ と に よ り 、 余 剰 の 液 晶 が そ
の バ ッ フ ァ 空 間 に 貯 え ら れ る の で 、 シ ー ル 材 近 傍 で ギ ャ ッ プ を 大 き く す る こ と が な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 液 晶 滴 下 貼 り 合 わ せ 工 法 で は 、 パ ネ ル 貼 り 合 わ せ 後 に 大 気 圧 下 で パ ネ ル を 加 圧 す る
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際 に 、 非 表 示 領 域 で は 、 段 差 で 形 成 さ れ る バ ッ フ ァ 空 間 に 余 剰 分 の 液 晶 が 収 容 さ れ る の で
、 余 剰 分 の 液 晶 が 液 晶 パ ネ ル の 外 縁 部 に 残 る こ と に よ っ て 形 成 さ れ る ギ ャ ッ プ む ら を 防 止
で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
上 記 段 差 は 、 Ｔ Ｆ Ｔ パ ネ ル の 画 素 内 に 配 設 さ れ る 透 明 電 極 の 直 下 に 配 設 さ れ る 有 機 絶 縁 膜
に 形 成 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 有 機 絶 縁 膜 は 、 非 表 示 領 域 で は 絶 縁 の た め に は 不 要 で あ り
、 除 去 し て も 支 障 が な い 。 ま た 、 こ の 段 差 は 、 対 向 パ ネ ル の オ ー バ コ ー ト 等 の 絶 縁 膜 に 形
成 し て も よ い 。 更 に 、 段 差 は 、 ガ ラ ス 基 板 の エ ッ チ ン グ に よ っ て 形 成 し て も よ い 。 ガ ラ ス
基 板 は 、 例 え ば フ ッ 酸 で エ ッ チ ン グ で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
前 記 段 差 は 、 非 表 示 領 域 の 幅 を Ｌ （ μ ｍ ） 、 表 示 領 域 の 平 均 ギ ャ ッ プ 寸 法 を ｄ （ μ ｍ ） と
す る と 、
（ １ ／ ２ ） × （ Ｌ ＋ １ ０ ０ ０ ） × （ ０ ． ０ ２ ｄ ＋ Ｌ × ０ ． ０ ２ ｄ ／ １ ０ ０ ０ ） ／ Ｌ （ μ ｍ
） 以 上 で あ る こ と が 好 ま し い 。 こ の 場 合 、 ギ ャ ッ プ む ら と し て 視 覚 的 に 認 識 で き る 、 表 示
領 域 に お け る 平 均 ギ ャ ッ プ の ２ ％ 以 上 の ギ ャ ッ プ 差 の 発 生 が 有 効 に 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
前 記 ス ペ ー サ は 、 Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 （ パ ネ ル ） 及 び 対 向 基 板 （ パ ネ ル ） の 少 な く と も 一 方 に 形 成
さ れ た 柱 状 ス ペ ー サ で あ る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う な 柱 状 ス ペ ー サ と す る こ と に よ り 、
表 示 領 域 に 選 択 的 に ス ペ ー サ を 形 成 す る 工 程 が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 を 参 照 し 、 本 発 明 の 実 施 形 態 例 に 基 づ い て 本 発 明 を 更 に 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １
は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 例 に 係 る Ｌ Ｃ Ｄ 装 置 （ Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル ） の 製 造 中 に お け る 一 工
程 段 階 の 貼 り 合 わ せ パ ネ ル 部 材 を 示 し て い る 。 こ の 貼 り 合 わ せ パ ネ ル 部 材 は 、 そ の １ 枚 か
ら Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル ２ ６ を ２ 枚 得 る こ と が 出 来 る ２ 枚 取 り パ ネ ル の 例 で あ る 。 各 Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル
２ ６ は 、 そ れ ぞ れ が １ つ の Ｔ Ｆ Ｔ （ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ） を 含 む 多 数 の 画 素 が ア レ イ 状 に 配
設 さ れ た 表 示 領 域 １ ８ と 、 製 品 と な っ た 際 に Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル の 外 縁 部 と な る 位 置 に 塗 布 形 成
さ れ た 製 品 シ ー ル 材 ２ ２ と 、 製 品 シ ー ル 材 ２ ２ と 表 示 領 域 １ ８ と の 間 に 位 置 す る 非 表 示 領
域 ２ ０ と を 有 す る 。 非 表 示 領 域 ２ ０ の 幅 は 、 例 え ば １ ０ ０ ０ ～ ５ ０ ０ ０ μ ｍ 程 度 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
製 品 シ ー ル 材 ２ ２ の 更 に 外 側 に は 、 補 助 シ ー ル 材 ２ ８ が 塗 布 形 成 さ れ て お り 、 補 助 シ ー ル
材 ２ ８ は 、 パ ネ ル 貼 り 合 わ せ 工 程 に 際 し て 製 品 シ ー ル 材 ２ ２ に お け る 均 一 な 貼 り 合 わ せ を
補 助 し 、 ま た 、 パ ネ ル 切 断 の 際 に 必 要 と な る 。 な お 、 ス ペ ー サ ２ ４ は 、 Ｔ Ｆ Ｔ パ ネ ル 部 材
１ ２ 及 び 対 向 パ ネ ル 部 材 １ ４ の 何 れ か 、 又 は 、 双 方 に 配 設 し て も よ い 。 ま た 、 シ ー ル 材 ２
２ は 、 Ｔ Ｆ Ｔ パ ネ ル 部 材 １ ２ 又 は 対 向 パ ネ ル 部 材 １ ４ の 何 れ か に 塗 布 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
本 実 施 形 態 例 の Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル で は 、 表 示 領 域 １ ８ に は 、 柱 状 の ス ペ ー サ ２ ４ が 、 例 え ば ２
０ ０ ～ ６ ０ ０ μ ｍ 間 隔 で ア レ イ 状 に 配 置 さ れ て い る が 、 従 来 の Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル と は 異 な り 、
非 表 示 領 域 ２ ０ に は 、 ス ペ ー サ ２ ４ を 配 置 し て い な い 。 非 表 示 領 域 ２ ０ に ス ペ ー サ を 配 置
し な い こ と に よ っ て 、 双 方 の パ ネ ル １ ２ 、 １ ４ を 加 圧 し 、 シ ー ル 材 ２ ２ を 硬 化 さ せ る 際 に
、 シ ー ル 材 ２ ２ の 近 傍 で 発 生 し が ち な 圧 縮 不 足 が 発 生 し な い の で 、 シ ー ル 材 ２ ２ は 、 所 望
の ギ ャ ッ プ 位 置 に ま で 圧 縮 さ れ る 。 こ の た め 、 そ の 後 、 液 晶 封 入 工 程 を 経 て も 、 シ ー ル 材
２ ２ の 位 置 に お い て 所 望 の ギ ャ ッ プ 以 上 の ギ ャ ッ プ が 生 じ な く 、 表 示 領 域 １ ８ の 周 辺 部 で
発 生 し が ち な ギ ャ ッ プ む ら を 防 止 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ２ は 、 上 記 実 施 形 態 例 の Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル の 断 面 を 示 し て い る 。 Ｔ Ｆ Ｔ パ ネ ル １ ２ と 対 向 パ
ネ ル １ ４ と は 、 液 晶 層 １ ６ を 介 し て 対 向 配 置 さ れ て お り 、 シ ー ル 材 ２ ２ に よ っ て 周 辺 部 が
相 互 に 貼 り 合 わ さ れ る 。 対 向 パ ネ ル １ ４ は 、 ガ ラ ス 基 板 を 成 す 対 向 基 板 ３ ４ と 、 対 向 基 板
３ ４ 上 に 形 成 さ れ た ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス （ 遮 蔽 膜 ） ３ ６ と 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス ３ ６
上 に 形 成 さ れ た オ ー バ コ ー ト ３ ８ と 、 Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル の 表 示 領 域 １ ８ 上 の オ ー バ コ ー ト ３ ８
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上 に ア レ イ 状 に 配 置 さ れ た 柱 状 ス ペ ー サ ２ ４ と を 有 す る 。 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス ３ ６ は 、
非 表 示 領 域 ２ ０ の ほ ぼ 全 体 を 遮 蔽 す る と 共 に 、 表 示 領 域 １ ８ の 各 画 素 間 に 配 設 さ れ る 信 号
配 線 等 を 遮 蔽 す る 。 Ｔ Ｆ Ｔ パ ネ ル １ ２ は 、 ガ ラ ス 基 板 を 成 す Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 ４ ０ と 、 Ｔ Ｆ Ｔ 基
板 ４ ０ 上 に 形 成 さ れ た ア レ イ 状 の 画 素 を 覆 う オ ー バ コ ー ト ４ ２ と 、 オ ー バ コ ー ト ４ ２ 上 に
形 成 さ れ た 配 向 膜 ４ ４ と を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
シ ー ル 材 ２ ２ は 、 所 望 の 高 さ に ま で 圧 縮 さ れ て お り 、 シ ー ル 材 ２ ２ 近 傍 の パ ネ ル 位 置 と 、
表 示 領 域 １ ８ の パ ネ ル 位 置 と で 、 パ ネ ル 間 に 均 一 な ギ ャ ッ プ が 形 成 さ れ る 。 こ の た め 、 表
示 領 域 １ ８ の 縁 部 付 近 に も 、 ギ ャ ッ プ む ら が 発 生 せ ず 、 良 好 な 表 示 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ３ は 、 上 記 実 施 形 態 例 の Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル を 、 通 常 の 液 晶 注 入 工 法 に よ っ て 製 造 す る 際 の 工
程 段 階 を 順 次 に 示 し て い る 。 同 図 （ ａ ） に 示 し た 対 向 パ ネ ル 部 材 １ ４ 上 に は 、 表 示 領 域 １
８ 内 に 柱 状 ス ペ ー サ ２ ４ が ア レ イ 状 に 配 置 さ れ 、 そ れ 以 外 の 領 域 、 つ ま り 、 非 表 示 領 域 ２
０ 及 び シ ー ル 材 ２ ２ の 外 側 の 領 域 に は 、 柱 状 ス ペ ー サ ２ ４ が 形 成 さ れ て い な い 。 Ｔ Ｆ Ｔ パ
ネ ル 部 材 １ ２ に は 、 図 示 し な い Ｔ Ｆ Ｔ を 有 す る 画 素 が ア レ イ 状 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま ず 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 Ｔ Ｆ Ｔ パ ネ ル 部 材 １ ２ 上 に 、 製 品 シ ー ル 材 ２ ２ 及 び 補 助
シ ー ル 材 ２ ８ を 塗 布 し 、 次 い で 、 対 向 パ ネ ル １ ４ を そ の 上 か ら 重 ね 合 わ せ る 。 定 盤 加 圧 、
若 し く は 、 基 板 間 を 真 空 引 き す る こ と に よ る 差 圧 プ レ ス を 利 用 し て 双 方 の パ ネ ル １ ２ 、 １
４ を 加 圧 す る と 同 時 に 、 シ ー ル 材 ２ ２ 、 ３ ０ を 硬 化 さ せ る こ と に よ り 、 同 図 （ ｂ ） に 示 す
よ う に 、 双 方 の パ ネ ル が 貼 り 合 わ さ れ る 。 表 示 領 域 １ ８ で は 、 ス ペ ー サ ２ ４ に 規 定 さ れ る
ギ ャ ッ プ 寸 法 が 得 ら れ 、 シ ー ル 材 ２ ２ 及 び ３ ０ は 、 定 盤 で 規 定 さ れ る 、 ス ペ ー サ で 規 定 さ
れ る ギ ャ ッ プ 寸 法 と 同 じ ギ ャ ッ プ 寸 法 の 位 置 ま で 容 易 に 圧 縮 さ れ る 。 シ ー ル 材 ２ ２ の 外 側
領 域 、 及 び 、 そ の 内 側 の Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル の 非 表 示 領 域 ２ ０ で は 、 柱 状 ス ペ ー サ ２ ４ が 配 置 さ
れ て い な い の で 、 対 向 パ ネ ル １ ４ が 変 形 し 、 所 望 の ギ ャ ッ プ よ り も 小 さ な ギ ャ ッ プ と な る
。 例 え ば 、 殆 ど の 位 置 で 実 質 的 に ゼ ロ に 近 い ギ ャ ッ プ と な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
貼 り 合 わ さ れ た 双 方 の 基 板 １ ２ 、 １ ４ は 、 シ ー ル 材 ２ ２ の 外 側 で 切 断 さ れ 、 Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル
２ ６ と な る 。 Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル ２ ６ に は 、 次 い で 、 液 晶 が 注 入 さ れ 、 液 晶 層 １ ６ が 形 成 さ れ る
（ 同 図 （ ｃ ） ） 。 液 晶 の 注 入 後 に は 、 双 方 の パ ネ ル １ ２ 、 １ ４ は 、 シ ー ル 材 ２ ２ の 位 置 で
、 ス ペ ー サ ２ ４ の 高 さ と 同 じ 所 望 の ギ ャ ッ プ 寸 法 を 有 し 、 非 表 示 領 域 ２ ０ で は 、 そ の ギ ャ
ッ プ が 徐 々 に ふ く ら む 傾 斜 と な り 、 表 示 領 域 １ ８ で は 、 柱 状 ス ペ ー サ で 規 定 さ れ る 寸 法 よ
り も 大 き な ギ ャ ッ プ 寸 法 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
次 い で 、 定 盤 を 利 用 し 、 双 方 の パ ネ ル を 加 圧 し て 余 剰 分 の 液 晶 を 抜 き 出 し た 後 に 、 液 晶 注
入 口 を 封 止 す る と 、 双 方 の パ ネ ル 間 の ふ く ら み が 解 消 す る 。 こ れ に よ っ て 、 双 方 の パ ネ ル
間 の ギ ャ ッ プ は 、 シ ー ル 材 ２ ２ の 位 置 、 非 表 示 領 域 ２ ０ 及 び 表 示 領 域 １ ８ の 全 て で 、 ほ ぼ
柱 状 ス ペ ー サ ２ ４ に よ っ て 規 定 さ れ る ギ ャ ッ プ 寸 法 が 一 様 に 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
図 ４ は 、 図 １ の 実 施 形 態 例 の Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル を 液 晶 滴 下 貼 り 合 わ せ 工 法 に よ っ て 製 造 す る 際
の 工 程 段 階 を 順 次 に 示 し て い る 。 ま ず 、 同 図 （ ａ ） に 示 す よ う に 、 Ｔ Ｆ Ｔ パ ネ ル １ ２ 上 に
、 シ ー ル 内 ス ペ ー サ ３ ０ を 含 む 製 品 ス ペ ー サ 材 ２ ２ 及 び 補 助 ス ペ ー サ 材 ２ ８ を 塗 布 形 成 し
、 次 い で 、 液 晶 を 適 当 な 位 置 に 滴 下 し て 、 多 数 の 液 晶 滴 ３ ２ を 形 成 す る 。 そ の 後 、 表 示 領
域 １ ８ に の み 柱 状 ス ペ ー サ ２ ４ が 形 成 さ れ た 対 向 パ ネ ル を 、 真 空 中 で 、 Ｔ Ｆ Ｔ パ ネ ル １ ２
に 重 ね 合 わ せ る （ 同 図 （ ｂ ） ） 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
重 ね 合 わ せ た 双 方 の パ ネ ル を 、 真 空 中 か ら 大 気 圧 下 に 取 り 出 す と 、 双 方 の パ ネ ル １ ２ 、 １
４ は 、 大 気 圧 で 加 圧 さ れ 、 シ ー ル 材 ２ ２ 、 ２ ８ は 、 ス ペ ー サ ２ ４ の 圧 縮 限 界 の 影 響 を 受 け
ず に 、 所 望 の 高 さ ま で 圧 縮 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 、 双 方 の パ ネ ル 間 の ギ ャ ッ プ は 、 シ ー ル
材 ２ ２ 、 ２ ８ の 位 置 、 及 び 、 表 示 領 域 １ ８ で 所 望 の ギ ャ ッ プ 寸 法 と な り 、 双 方 の シ ー ル 材
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２ ２ 、 ２ ８ の 間 の 領 域 で は 、 ギ ャ ッ プ が 殆 ど ゼ ロ に な り 、 製 品 シ ー ル 材 ２ ２ の 内 側 で 、 表
示 領 域 １ ８ の ギ ャ ッ プ 寸 法 よ り も 幾 ら か 大 き な ギ ャ ッ プ 寸 法 と な る 。 製 品 シ ー ル 材 ２ ２ の
内 側 の 僅 か な ふ く ら み は 、 液 晶 滴 ３ ２ が 拡 が る 際 に 、 周 囲 方 向 に 押 さ れ て 出 来 る も の で あ
る 。 し か し 、 こ の ふ く ら み が 表 示 領 域 １ ８ の 周 辺 部 で 作 る ギ ャ ッ プ む ら は 、 従 来 の 液 晶 滴
下 貼 り 合 わ せ 工 法 で 作 ら れ る ギ ャ ッ プ む ら に 比 し て 十 分 に 小 さ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
図 ５ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 例 に 係 る Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル の 構 成 を 示 し て い る 。 本 実 施 形 態
例 で は 、 非 表 示 領 域 ２ ０ に 柱 状 ス ペ ー サ ２ ４ を 形 成 し な い 構 成 に 加 え て 、 非 表 示 領 域 ２ ０
の Ｔ Ｆ Ｔ パ ネ ル １ ２ の 絶 縁 膜 ４ ２ の 一 部 を 例 え ば エ ッ チ ン グ で 除 い て 、 余 剰 分 の 液 晶 を 受
容 す る バ ッ フ ァ 空 間 ６ ８ を 形 成 し て い る 。 掛 か る 構 成 を 採 用 す る こ と に よ っ て 、 Ｌ Ｃ Ｄ パ
ネ ル に 、 シ ー ル 材 ２ ２ の 位 置 、 非 表 示 領 域 ２ ０ 、 及 び 、 表 示 領 域 １ ８ で 一 様 な ギ ャ ッ プ を
形 成 す る 。 な お 、 同 図 で は 、 配 向 膜 の 図 示 を 省 略 し た 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 ６ は 、 図 ５ の 実 施 形 態 例 に お い て 余 剰 分 と な る 液 晶 を 受 容 す る バ ッ フ ァ 空 間 ６ ８ の 容 積
を 概 略 計 算 す る 計 算 式 を 説 明 す る た め に 示 す も の で あ る 。 一 般 に 、 Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル で は 、 先
に 述 べ た よ う に 、 表 示 領 域 １ ８ 内 で 、 １ ｍ ｍ の 距 離 の ２ 点 間 に ２ ％ 以 上 の ギ ャ ッ プ む ら が
生 ず る と 、 そ の ギ ャ ッ プ む ら 存 在 の 旨 が 人 間 の 視 覚 に 認 識 さ れ る 。 こ の た め 、 そ の よ う な
ギ ャ ッ プ む ら を 与 え る 量 の 液 晶 を 、 絶 縁 膜 ４ ２ の 段 差 で 形 成 し た バ ッ フ ァ 空 間 ６ ８ に 受 容
す る こ と を 考 え る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ス ペ ー サ ２ ４ で 規 定 さ れ る 所 望 の ギ ャ ッ プ を ｄ （ 例 え ば ４ μ ｍ ） 、 非 表 示 領 域 ２ ０ の 幅 を
Ｌ （ 例 え ば ５ ０ ０ ０ μ ｍ ） と す る 。 こ の 場 合 、 表 示 領 域 １ ８ の 外 縁 と 、 そ の 外 縁 か ら １ ｍ
ｍ 内 側 、 つ ま り 外 縁 か ら １ ０ ０ ０ μ ｍ の 距 離 に あ る 位 置 と の 間 で 、 ギ ャ ッ プ に ０ ． ０ ２ ×
ｄ μ ｍ の 差 を 与 え る 傾 斜 は 、 そ の 傾 斜 を 直 線 と 考 え る と 、 シ ー ル 材 ２ ２ の 位 置 と 外 縁 部 か
ら １ ｍ ｍ 内 側 位 置 と の 間 で 、 Ｌ × ０ ． ０ ２ ｄ ／ １ ０ ０ ０ μ ｍ の ギ ャ ッ プ 差 を 与 え る 。 表 示
領 域 １ ８ の 外 縁 か ら １ ０ ０ ０ μ ｍ の 位 置 と シ ー ル 材 ２ ２ と の 間 に こ の よ う な ギ ャ ッ プ 差 を
与 え る 液 晶 の 容 積 は 、 図 面 と 垂 直 な 方 向 の 単 位 長 さ （ μ ｍ ） 当 た り で 、 図 示 の 直 角 三 角 形
の 底 辺 （ １ ０ ０ ０ ＋ Ｌ ） μ ｍ と 、 高 さ （ ０ ． ０ ２ ｄ ＋ Ｌ × ０ ． ０ ２ ｄ ／ １ ０ ０ ０ ） μ ｍ と
か ら 、 （ １ ／ ２ ） × （ １ ０ ０ ０ ＋ Ｌ ） × （ ０ ． ０ ２ ｄ ＋ Ｌ × ０ ． ０ ２ ｄ ／ １ ０ ０ ０ ） μ ｍ
３

と な る 。 こ の よ う な 量 の 液 晶 を 、 非 表 示 領 域 ２ ０ と 表 示 領 域 １ ０ と の 間 の 絶 縁 膜 の 段 差 で
吸 収 す る た め に は 、 非 表 示 領 域 ２ ０ と 表 示 領 域 １ ８ と の 間 で 膜 厚 差 が
（ １ ／ ２ ） × （ Ｌ ＋ １ ０ ０ ０ ） × （ ０ ． ０ ２ ｄ ＋ Ｌ × ０ ． ０ ２ ｄ ／ １ ０ ０ ０ ） ／ Ｌ 　 　 （
μ ｍ ） 　 　 （ １ ）
以 上 、 あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
な お 、 上 記 計 算 で は 、 非 表 示 領 域 ２ ０ の 全 体 で 、 液 晶 滴 下 貼 り 合 わ せ 工 程 で 生 じ る 液 晶 の
余 剰 分 を 吸 収 す る 例 を 示 し た が 、 非 表 示 領 域 ２ ０ の １ ／ ２ 幅 の 領 域 で 、 液 晶 滴 下 貼 り 合 わ
せ 工 程 で 生 じ る 液 晶 の 余 剰 分 を 吸 収 す る た め に は 、 上 式 （ １ ） で 得 ら れ る 膜 厚 差 を ２ 倍 す
れ ば よ い 。 ま た 、 図 示 の 通 り 、 僅 か な 領 域 で 余 剰 分 の 液 晶 を 吸 収 す る に は 、 前 記 式 で 得 ら
れ る 段 差 に 、 非 表 示 領 域 ２ ０ の 面 積 と バ ッ フ ァ 空 間 ６ ８ を 形 成 す る 領 域 の 面 積 の 比 を 掛 け
れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
図 ７ は 、 上 記 第 ２ の 実 施 形 態 例 に 係 る Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル の 断 面 詳 細 を 示 し て い る 。 対 向 パ ネ ル
１ ４ は 、 ガ ラ ス 基 板 か ら 成 る 対 向 基 板 ３ ４ と 、 各 画 素 の 周 囲 及 び 非 表 示 領 域 ２ ０ 全 体 を 遮
蔽 す る ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス ３ ６ と 、 全 体 を 覆 う オ ー バ コ ー ト ３ ８ と か ら 構 成 さ れ る 。 Ｔ
Ｆ Ｔ パ ネ ル １ ２ は 、 表 示 領 域 １ ８ に お い て 、 ガ ラ ス 基 板 か ら な る Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 ４ ０ と 、 そ の
上 に 形 成 さ れ た 走 査 線 ４ ６ 及 び 共 通 電 極 配 線 ４ ８ と 、 そ の 上 に 形 成 さ れ た ゲ ー ト 絶 縁 膜 ５
０ と 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 ５ ０ 上 に 形 成 さ れ た 信 号 線 ５ ２ 及 び 画 素 内 ス ト レ ー ジ 容 量 配 線 ５ ４ と
、 そ の 上 に 形 成 さ れ た 保 護 膜 ５ ６ と 、 保 護 膜 ５ ６ 上 に 形 成 さ れ た 有 機 絶 縁 膜 ４ ２ と 、 有 機
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絶 縁 膜 ４ ２ 上 に 形 成 さ れ た シ ー ル ド 共 通 電 極 ５ ８ 、 共 通 電 極 ６ ０ 、 及 び 、 画 素 電 極 ６ ２ か
ら 成 る 透 明 電 極 と 、 そ の 上 に 形 成 さ れ た 配 向 膜 ４ ４ と を 有 す る 。 共 通 電 極 配 線 ４ ８ 及 び 走
査 線 ４ ６ は 、 Ａ ｌ 層 の 上 面 及 び 側 面 を ク ロ ム 膜 が 覆 う 積 層 構 造 を 有 し 、 信 号 線 ５ ２ は 、 ク
ロ ム 膜 、 Ａ ｌ 層 及 び ク ロ ム 膜 の ３ 層 構 造 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
Ｔ Ｆ Ｔ パ ネ ル １ ２ の 非 表 示 領 域 ２ ０ に は 、 共 通 電 極 配 線 ４ ８ 及 び 走 査 線 ４ ６ と 同 層 の 引 き
出 し 配 線 ６ ４ 、 信 号 線 ５ ２ と 同 層 の 引 出 配 線 ６ ６ 、 保 護 膜 ５ ６ 、 並 び に 、 配 向 膜 ４ ４ が 形
成 さ れ る 。 つ ま り 、 非 表 示 領 域 ２ ０ で は 、 保 護 膜 ５ ６ 上 の 有 機 絶 縁 膜 ４ ２ が 除 去 さ れ て 、
保 護 膜 ５ ６ 上 に 直 接 に 配 向 膜 ４ ４ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
対 向 パ ネ ル １ ４ は 、 以 下 の 工 程 で 製 造 さ れ る 。 ま ず 、 ガ ラ ス 基 板 ３ ４ 上 に ブ ラ ッ ク マ ト リ
ッ ク ス ３ ６ の た め の 材 料 を 塗 布 し 、 こ れ を プ リ ベ ー ク し た 後 に 、 露 光 、 現 像 及 び 硬 化 （ キ
ュ ア ） 工 程 を 経 て パ タ ー ニ ン グ す る 。 次 い で 、 カ ラ ー Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル の 場 合 に は 、 図 示 し な
い カ ラ ー パ ネ ル が 、 各 色 に つ い て 、 塗 布 、 プ リ ベ ー ク 、 露 光 、 現 像 、 及 び 、 キ ュ ア 工 程 の
順 で 形 成 さ れ る 。 次 い で 、 オ ー バ コ ー ト ３ ８ を 塗 布 、 キ ュ ア し た 後 に 、 柱 状 ス ペ ー サ ２ ４
の た め の 材 料 を 塗 布 、 プ リ ベ ー ク し 、 更 に 、 露 光 、 現 像 、 及 び キ ュ ア の 順 で パ タ ー ニ ン グ
す る こ と で 、 柱 状 ス ペ ー サ ２ ４ を 所 望 の 場 所 に 形 成 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
な お 、 上 記 工 程 で 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス ３ ６ を 金 属 メ タ ル で 形 成 す る 場 合 に は 、 メ タ ル
層 を 全 面 に 形 成 し た 後 に 、 レ ジ ス ト 塗 布 、 露 光 、 現 像 、 エ ッ チ ン グ 、 及 び 、 レ ジ ス ト 剥 離
を 順 次 に 実 施 す る こ と に よ り 、 金 属 メ タ ル を パ タ ー ニ ン グ す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
Ｔ Ｆ Ｔ パ ネ ル １ ２ は 、 以 下 の よ う に 製 造 さ れ る 。 ま ず 、 ガ ラ ス 基 板 ４ ０ 上 に 、 Ａ ｌ 膜 を 全
面 に 堆 積 形 成 し 、 レ ジ ス ト 塗 布 後 、 露 光 、 現 像 、 エ ッ チ ン グ に よ り パ タ ー ニ ン グ し た 後 に
、 続 い て Ｃ ｒ 膜 を 同 様 に パ タ ー ニ ン グ す る こ と で 、 共 通 電 極 配 線 ４ ８ 及 び 走 査 線 ４ ６ を 形
成 す る 。 次 い で 、 基 板 ４ ０ の 全 面 に 無 機 絶 縁 膜 を 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 ５ ０ と し て 形 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
引 き 続 き 、 図 示 し な い ア モ ル フ ァ ス ・ シ リ コ ン （ ａ － Ｓ ｉ ） 層 、 及 び 、 ｎ 型 ａ － Ｓ ｉ 層 を
ゲ ー ト 絶 縁 膜 ５ ０ 上 に 順 次 に 形 成 し 、 更 に 、 レ ジ ス ト 塗 布 、 露 光 、 現 像 、 エ ッ チ ン グ 、 レ
ジ ス ト 剥 離 を 順 次 に 行 っ て 、 ａ － Ｓ ｉ 層 及 び ｎ 型 ａ － Ｓ ｉ 層 を パ タ ー ニ ン グ す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
更 に 、 Ｃ ｒ 膜 、 Ａ ｌ 層 を 順 次 に 堆 積 し 、 レ ジ ス ト 塗 布 、 露 光 、 現 像 、 及 び 、 レ ジ ス ト 剥 離
を 順 次 に 実 施 し 、 Ａ ｌ 層 の み を エ ッ チ ン グ す る 。 な お 、 画 素 内 ス ト レ ー ジ 容 量 配 線 ５ ４ は
、 Ａ ｌ 膜 を 形 成 せ ず に 、 Ｃ ｒ 膜 の み で 形 成 す る 。 次 い で 、 Ｃ ｒ 膜 を 全 面 に 堆 積 し 、 レ ジ ス
ト 塗 布 、 露 光 、 現 像 、 レ ジ ス ト 剥 離 を 実 施 し 、 こ れ に よ っ て 、 Ｃ ｒ 膜 、 Ａ ｌ 層 及 び Ｃ ｒ 膜
の ３ 層 構 造 か ら 成 る 信 号 線 ５ ２ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
次 い で 、 ｎ 型 ａ － Ｓ ｉ 層 及 び ａ － Ｓ ｉ 層 を 選 択 エ ッ チ ン グ し て 、 Ｔ Ｆ Ｔ 構 造 を 最 終 的 に 形
成 す る 。 次 い で 、 保 護 膜 ５ ６ を 絶 縁 膜 で 形 成 し 、 そ の 上 に 、 有 機 絶 縁 膜 ４ ２ を 塗 布 、 ベ ー
ク に よ っ て 形 成 す る 。 有 機 絶 縁 膜 ４ ２ は 、 感 光 性 樹 脂 材 料 か ら 成 り 、 直 接 に 、 露 光 、 現 像
に よ っ て コ ン タ ク ト ホ ー ル を 形 成 す る 。 ま た 、 非 表 示 領 域 ２ ０ の 有 機 絶 縁 膜 ４ ２ を 除 去 す
る 。 次 い で 、 Ｉ Ｔ Ｏ を 全 面 に 形 成 し 、 レ ジ ス ト 塗 布 、 露 光 、 現 像 及 び レ ジ ス ト 剥 離 を 順 次
に 実 施 し 、 透 明 電 極 ５ ８ 、 ６ ０ 、 ６ ２ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
な お 、 上 記 実 施 形 態 例 で は 、 対 向 パ ネ ル １ ４ に 柱 状 ス ペ ー サ ２ ４ を 形 成 す る 例 を 挙 げ た が
、 柱 状 ス ペ ー サ ２ ４ は 、 Ｔ Ｆ Ｔ パ ネ ル １ ２ 上 に 形 成 し て も よ い 。 ま た 、 非 表 示 領 域 の 絶 縁
膜 除 去 は 、 そ れ に よ り 、 バ ッ フ ァ 空 間 が 形 成 で き れ ば よ く 、 例 え ば Ｔ Ｆ Ｔ パ ネ ル の 有 機 絶
縁 膜 の 膜 上 部 の み を 除 去 す る 構 成 、 対 向 パ ネ ル の オ ー バ コ ー ト を 一 部 除 去 す る 構 成 、 或 い
は 、 対 向 基 板 を エ ッ チ ン グ す る 構 成 等 が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
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以 上 、 本 発 明 を そ の 好 適 な 実 施 形 態 例 に 基 づ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 の Ｌ Ｃ Ｄ 装 置 は 、 上
記 実 施 形 態 例 の 構 成 に の み 限 定 さ れ る も の で は な く 、 上 記 実 施 形 態 例 の 構 成 か ら 種 々 の 修
正 及 び 変 更 を 施 し た も の も 、 本 発 明 の 範 囲 に 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 、 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 非 表 示 領 域 に ス ペ ー サ を 配 設 し な い
構 成 に よ り 、 双 方 の パ ネ ル を 貼 り 合 わ せ 硬 化 さ せ る 際 に 、 ス ペ ー サ に よ る 抗 力 な し に シ ー
ル 材 を 所 望 の ギ ャ ッ プ 寸 法 に ま で 圧 縮 で き る た め 、 シ ー ル 材 位 置 に お け る ギ ャ ッ プ と 表 示
領 域 の ギ ャ ッ プ と の 間 に 発 生 し が ち な ギ ャ ッ プ 差 を 抑 制 し 、 表 示 領 域 の 周 縁 部 の ギ ャ ッ プ
む ら が 防 止 で き る の で 、 液 晶 表 示 装 置 の 表 示 品 質 が 向 上 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 例 に 係 る Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル を 得 る た め の 貼 り 合 わ せ パ ネ ル 部
材 の 構 成 を 示 す 正 面 図 。
【 図 ２ 】 図 １ の 貼 り 合 わ せ パ ネ ル 部 材 か ら 得 ら れ た Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル の 断 面 図 。
【 図 ３ 】 図 ２ の Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル を 通 常 の 液 晶 注 入 工 法 を 用 い て 製 造 す る 工 程 を 順 次 に 示 す Ｌ
Ｃ Ｄ パ ネ ル の 断 面 図 。
【 図 ４ 】 図 ２ の Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル を 液 晶 滴 下 パ ネ ル 貼 り 合 わ せ 工 法 を 用 い て 製 造 す る 工 程 を 順
次 に 示 す Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル の 断 面 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 例 に 係 る Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル の 断 面 図 。
【 図 ６ 】 図 ５ の Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル の 膜 厚 差 を 説 明 す る た め の 断 面 図 。
【 図 ７ 】 図 ５ の Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル の 膜 構 成 の 詳 細 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ８ 】 従 来 の Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル の 構 成 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ９ 】 従 来 の Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル の 構 成 を 示 す 正 面 図 。
【 図 １ ０ 】 従 来 の Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル を 通 常 の 液 晶 注 入 工 法 を 用 い て 製 造 す る 際 の 工 程 段 階 を 順
次 に 示 す 断 面 図 。
【 図 １ １ 】 従 来 の Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル を 液 晶 滴 下 貼 り 合 わ せ 工 法 を 用 い て 製 造 す る 際 の 工 程 段 階
を 順 次 に 示 す 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ２ ： Ｔ Ｆ Ｔ パ ネ ル 。
１ ４ ： 対 向 パ ネ ル
１ ６ ： 液 晶 層
１ ８ ： 表 示 領 域
２ ０ ： 非 表 示 領 域
２ ２ ： シ ー ル 材 （ 製 品 シ ー ル 材 ）
２ ４ ： 柱 状 ス ペ ー サ
２ ６ ： Ｌ Ｃ Ｄ パ ネ ル
２ ８ ： 補 助 シ ー ル 材
３ ０ ： シ ー ル 内 ス ペ ー サ
３ ２ ： 液 晶 滴
３ ４ ： 対 向 基 板 （ ガ ラ ス 基 板 ）
３ ６ ： ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス
３ ８ ： オ ー バ コ ー ト
４ ０ ： Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 （ ガ ラ ス 基 板 ）
４ ２ ： 有 機 絶 縁 膜
４ ４ ： 配 向 膜
４ ６ ： 走 査 線
４ ８ ： 共 通 電 極 配 線
５ ０ ： ゲ ー ト 絶 縁 膜
５ ２ ： 信 号 線
５ ４ ： 画 素 内 ス ト レ ー ジ 容 量 配 線
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５ ６ ： 保 護 膜
５ ８ ： シ ー ル ド 共 通 電 極
６ ０ ： 共 通 電 極
６ ２ ： 画 素 電 極
６ ４ 、 ６ ６ ： 引 き 出 し 配 線
５ ８ ： バ ッ フ ァ 空 間

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】

(13) JP 2004-62038 A 2004.2.26



フロントページの続き

Ｆターム(参考) 2H092 JA24  JB22  MA10  MA16  MA29  NA25  PA01  PA02  PA03  PA04
　　　　 　　        PA06  PA11

(14) JP 2004-62038 A 2004.2.26



专利名称(译) 液晶表示装置

公开(公告)号 JP2004062038A 公开(公告)日 2004-02-26

申请号 JP2002223114 申请日 2002-07-31

[标]申请(专利权)人(译) NEC液晶技术株式会社

申请(专利权)人(译) NEC LCD科技有限公司

[标]发明人 廉谷勉

发明人 廉谷 勉

IPC分类号 G02F1/1333 G02F1/1339 G02F1/1341 G02F1/1368

CPC分类号 G02F1/13394 G02F2001/133388

FI分类号 G02F1/1339.500 G02F1/1339.505 G02F1/1333.505 G02F1/1341 G02F1/1368

F-TERM分类号 2H089/LA07 2H089/LA09 2H089/LA48 2H089/NA05 2H089/NA22 2H089/NA24 2H089/NA25 2H089
/NA39 2H089/NA44 2H089/NA45 2H089/QA14 2H089/TA01 2H089/TA02 2H089/TA04 2H089/TA05 
2H089/TA07 2H089/TA09 2H089/TA15 2H090/HA01 2H090/HC05 2H090/LA01 2H090/LA02 2H090
/LA03 2H090/LA04 2H090/LA09 2H092/JA24 2H092/JB22 2H092/MA10 2H092/MA16 2H092/MA29 
2H092/NA25 2H092/PA01 2H092/PA02 2H092/PA03 2H092/PA04 2H092/PA06 2H092/PA11 2H189
/AA07 2H189/CA10 2H189/CA18 2H189/CA21 2H189/DA04 2H189/DA07 2H189/DA32 2H189/DA34 
2H189/DA42 2H189/DA49 2H189/DA75 2H189/DA84 2H189/DA86 2H189/FA16 2H189/FA23 2H189
/FA25 2H189/FA38 2H189/FA64 2H189/FA66 2H189/FA79 2H189/GA51 2H189/HA14 2H189/KA20 
2H190/HA00 2H190/HC05 2H190/LA01 2H190/LA02 2H190/LA03 2H190/LA04 2H190/LA09 2H192
/AA24 2H192/BB03 2H192/CB05 2H192/CC32 2H192/CC72 2H192/EA22 2H192/EA43 2H192/GA03 
2H192/GD23 2H192/GD25 2H192/HA93

代理人(译) 稻垣清

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：抑制LCD面板的显示区域的外边缘部分的间隙不均匀。 解
决方案：在LCD面板的显示区域18中以预定间距形成柱状间隔物24，并
且在与LCD面板外边缘相邻的非显示区域20中不形成柱状间隔物。 去除
阻碍密封材料22从非显示部分20压缩的隔离物24，从而容易地在密封材
料22的位置获得期望的间隙。 另外，去除非显示区域20中的绝缘膜以形
成容纳过量液晶的缓冲器，从而防止间隙的不均匀。 [选择图]图5

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/bc013221-7d5a-40ed-9dd0-8110a273f0c5
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/031184948/publication/JP2004062038A?q=JP2004062038A

